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研究成果の概要（和文）： 

参加体験型学習方法として注目されているワークショップが本来めざすべきことは、「“しがら

み”を解く」ことである。私たちは「“しがらみ”を解く」ワークショップを「アンラーニング・

ワークショップ」と命名した。状況論的学習、社会文化的学習としてアンラーニング・ワーク

ショップを位置づけ、ワークショップの関係性の最小単位として、一人の Facilitator、二人

の Learner、ワークショップの内容としての Object があるという「F2LO」モデルを確立した。

開発したビデオ分析ツールは、「F2LO」の変化を可視化し、リフレクションが行えるように設計

した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of the workshop, characterized as a method of experiential participatory 

learning, is to “get loose from fetters” unconsciously. So we need a type of workshop, called, 

an “unlearning workshop,” to liberate from the narrowed visions built up through the 

modern industrialized life. The theories underlying the unlearning workshop are situated 

learning (Lave and Wenger, 1991) and Vygotskian socio-cultural leaning theories. We set 

up the elemental unit of analysis for workshop activities, named “F2LO,” constituting of 

one Facilitator, two Learners, and one Object. We developed a video analysis tool for 

visualizing transformations and interactions of F2LOs, in order to get rich reflections 

through the VCR records of a workshop.  
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ップが盛んである。当然、ワークショップ活
動が拡がると共に、ワークショップを組織し、
リードする専門家が必要になってくる。その
場合、ワークショップに関する「専門家」に
はどのような専門的知識と技能が必要であ
ろうかが問われることになる。しかし、ここ
で注意したいことは、ワークショップ技術が
専門化すればするほど、ワークショップのリ
ーダーの考えの中に、どこかに参加者が「知
らない」知識を「教える」という、いわば「教
え主義」が忍び込む傾向がある。そのような
ワークショップは、一見、その時点では、「盛
り上がり」を経験するのだが、参加者が今度、
自分が企画するワークショップを別の新し
いグループに適用しようとすると、なにか
「知識不足・技術不足」を痛感して、無力に
なるか、逆に、強引に「公式手順通り」にメ
ンバーに働きかけ、見かけ上の「盛り上がり」
を作ろうとしてしまうものである。 

 本来のワークショップがめざすべきこと
は、「“しがらみ”を解く」ことである。私た
ちがいつの間にか既成の概念に縛られてい
たり、固定観念にとらわれていたり、自分で
自分の視野を狭くしていることに気付き、そ
こから解放されることでなければならない。 

 そこで、私たちはそのような「“しがらみ”
を解く」ワークショップを「アンラーニン
グ・ワークショップ」と命名した。「アンラ
ーニング」については、鶴見俊輔が「まなび
ほぐし」という訳語を充てており、（朝日新
聞 2006 年 12 月 27 日朝刊 15 頁）、大江健三
郎は「学び返し」という訳語を与えているが
（朝日新聞 2007 年 1 月 23 日朝刊 28 頁）、
ともに、私たちが学校教育や企業内教育、そ
の他の経験を通して学んできていることで、
いつの間にか「身に付いてしまっている」固
定観念や偏見、視野狭窄を解きほぐすことの
重要性を訴えている。そのような「まなびほ
ぐし」（すなわち、アンラーニング）こそが
ワークショップの重要な使命であり、ワーク
ショップの専門性もそこにあるという立場
が開始当初の背景である。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、アンラーニング・ワーク
ショップの基本概念を理論的に深め、確立す
ると共に、具体的実践として展開する。また、
ワークショップの録画記録を振り返ること
から、「実践者が自ら意味を探る」ことを支
援するビデオ分析ツールを開発する。 
 

３．研究の方法 

 本研究では、ワークショップ活動に理論的
ベースに基づく実践的指針を提供していく
ことを通して、「アンラーニング・ワークシ
ョップ」の概念を構築していくことをめざし
ている。このために、「アンラーニング・ワ

ークショップ」を支える理論的、実践的、ツ
ール的な開発研究を実践する。 

・理論的開発研究 

 異質で多様な人々が参加していくことで、
ワークショップがより活動的でクリティカ
ルなものに錬磨されていくことをめざし、具
体的実践として取り組む「アンラーニング・
ワークショップ実践」を通した検証と課題の
発見に取り組みながら、「アンラーニング・
ワークショップ」の基本概念を理論的に深め、
確立する。 

・実践的開発研究 

 すべての研究協力組織で、それぞれの特性
に対応した「アンラーニング・ワークショッ
プ」デザインを企画、運営していくために、
試行的なアンラーニング・ワークショップを
実施していく。また、「アンラーニング・ワ
ークショップ」のスタッフの育成に取り組む
ことを通して、理論的開発研究での成果をよ
り効果的に実践に組み込んでいく。 

・ツール開発研究 

 理論的開発研究、実践的開発研究とも有機
的に関係を持ち、「アンラーニング・ワーク
ショップ」デザインに寄与することをめざし
てプロトタイプを作成していく。また、開発
研究を進めていく上で、汎用性や拡張性につ
いての課題を検証していく。 

 
４．研究成果 
 参加体験型学習方法として注目されてい
るワークショップに「アンラーニング」とい
うこれまでにない概念を持込み、アンラーニ
ング・ワークショップの基本概念を理論的に
深め、確立すると共に、具体的実践として展
開する。また、ワークショップの録画記録を
振り返ることから、「実践者が自ら意味を探
る」ことを支援するビデオ分析ツールを開発
した。 
 アンラーニング・ワークショップの基本概
念としては、「F2LOモデル」を確立した。「F2LO
モデル」とは、状況論的学習、社会文化的学
習としてアンラーニング・ワークショップを
位置づけ、コミュニティ内における関係性の
変化を学習としてとらえ、ワークショップの
関 係 性 の 最 小 単 位 と し て 、 一 人 の
Facilitator、二人の Lerner、ワークショッ
プの内容としての Object があるというモデ
ルである。アンラーニング・ワークショップ
では、ワークショップにおける F−L−O間にお
ける関係性の変化に着目し、学習を縦方向の
上達ではなく、異なる文化文脈間の交換と混
合による横方向への移動としてとらえてい
く可能性を見いだした。 
 「F2LOモデル」を実践的に検証するために、
実践的なワークショップを実施し、ワークシ
ョップにおける F−L−O間に生成される主体性
や能動性は、「F2LO」がどのような関係にあ



り、それはどのようなプロセスで起こるのか、
こうしたことが崩れる関係にあるとき F−L−O
間にはどのような状況のプロセスが見いだ
せるのかを検討しつつ、ワークショップデザ
インとして、「即興性」と「脱中心性」など
を内包したワークショップデザインを実施
した。 
 また、開発したビデオ分析ツールは、
「F2LO」の変化を可視化し、Facilitator が
アンラーニング・ワークショップの基本概念
である「F2LO」を意識したリフレクションが
行えるよう設計された。このビデオ分析ツー
ルは、ワークショップ実践者の育成を支える
ことを目標に、「組織におけるコーディネー
ションの立場」「道具•空間などの設えと人
の活動との因果関係を捉える立場」「理論•
研究的意味を捉える立場」の３つの観点に着
目している。ワークショップの録画記録を振
り返ることから、「実践者が自ら意味を探る」
ことを支援するソフトウェアとして開発し
た。 
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